
１．概況

２．受　注 ･ 出　荷　実　績
（金額単位：百万円)

月･期別 ９月 前年同月 ４月～９月 前年同期 １月～９月 前年同期

機　種　別 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%)

132,476 25.1 598,536 7.8 988,514 7.4

69,845 1.1 359,932 -5.9 598,418 -2.9

36,712 22.3 146,375 9.0 233,175 6.4

33,133 -15.2 213,557 -14.0 365,243 -8.1

60,623 74.7 227,690 42.6 373,236 31.1

16,067 2.7 84,773 21.8 142,300 28.4

40,002 171.5 121,440 74.3 198,204 36.8

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 4,554 5.5 21,477 5.4 32,732 12.9

2,008 -2.7 10,914 -14.8 16,860 -11.6

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく    　　　２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

      ３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

　　【２０１９年９月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

　当月の通信機器[国内]の受注･出荷は1,325億円、前年同月比25.1％増と3か月ぶりに増加。
　有線端末機器は、電話機(同比15.6％増)、インターホン(同比12.9％増)、その他の電話応用
装置 (同比62.8％増)、ファクシミリ(同比25.0％増)とすべての機種で同比を上回ったため、
全体では367億円(同比22.3％増)と増加した。
　移動体端末機器は、10月に施行される電気通信事業法改正を前にしたスマートフォンの買い
控えなどにより、全体では331億円(同比15.2％減)と3か月連続で大きく減少した。
　有線ネットワーク関連機器は、構内用電子交換機(同比2.1％減)、PON/MC(同比2.7％減)など
が同比を下回ったが、ボタン電話装置(同比7.1％増)、デジタル伝送装置(同比29.8％増)など
が同比を上回ったため、全体では161億円(同比2.7％増)と増加した。
　無線ネットワーク関連機器は、基地局通信装置(同15.3％減)が同比を下回ったが、地上系と
衛星系ともに好調であった固定通信装置(同比365.8％増)が同比を大きく上回ったため、全体
では400億円(同比171.5％増)と増加した。
　その他ネットワーク関連機器は、その他(同比65.0％減)が同比を下回ったが、ルーター(同
比31.7％増)、LANスイッチ(同比21.2％増)が同比を大きく上回り、全体では46億円(同比5.5％
増)と増加した。
　通信機器用部品は20億円(同比2.7％減)となり、同比で減少が継続している。
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３．受　注 ･ 出　荷　推　移
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